
1991年 11月 17日

/」ヽ早 りII 氏  2= 氏 寺 を 訪 ね て

(経

8:30

福 山 発

路 )

10:10～ 10:40

一 三原城跡 ―― 宗  光  寺 ―一 三原民 俗資料館 一

11100～ 11140   11:55～ 12:30      12:40～ 13:40

-善  根  寺 ―― 米  山  寺 ―― 昼 食 (山 陽 モ ー テ ル )一 ― 一

13:50～ 14:30   14:40～ 15:20   15:40～ 16:20    17:10

-楽  音  寺 …… 東  漸  寺 ―― 仏  通  寺 ―― 福 山 着

´́ ,卜 :

`:===

二́ヽ

イ
替

3「 ´

1′ :｀ ヽ





一
へ

一

一
（土
〓
）

●
■
・
奥
平
ト
（小
旱
ル
）

２

　

　

　

３

小早川氏
'こ

ういそ

一鷲
壌
Ｉ
轟
訂
一

一　
、

夏
平
（土
倉
氏
）Ｌ

平
（ス票
５
‥

〓佳
平
（生
●
氏
）
‥

‐弘一君」一中”̈一『一̈一”ｒ一」

綺相Ⅲ l・
二凛キ負メ雄商供
T)=撃難■轟懇亀二

'

二原 :こ |つ いて   |‐        ‐

鋳書庫、刀銀なの拠点、‐塩の生産地としてしられていた。
‐石手寺 (愛媛県松山市 )境内の灯籠台座銘年「 安養寺奉施入 1
‐ 灯
=之
事、本嬌主僣畠薇、構■国

=原
率六工津守守真t義元

四自丙年二月日議記」が初見 (大 日.本金石史 ) .   
‐

室町期 (14561年 )の造内裏段銭並国役引付にIt八貫三百
1 八十二文ⅢⅢ杉原子代松丸く備後国三原浦並高洲自分>と み
え、本梨杉原氏の■旗き高洲杉原氏が三原浦を支配tて いる。.

|『 兵導入船納銭帳 』年も三原0名 が見える。
‐

|

毛‐■元就|=■小早川盤景恭ゞネ禄十年 (1567)三 原城
_の筆接を始めみ。
|1不‐正十年́

`11o2‐

)十二.月薪豪山城が,=原城に小早Jll隆
彙
=警
す: 寺義も移す。    .
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|てる説がある。「審光寺申来書」に1よ寺領1,0003カ:与

えられ
`又
鶴丸が入寺した,株院な`ど 7塔頭が鑑備さ

Ⅲだと

'｀

う。1慶長1年福島正則が入封すると,養山芳 ´

育を住持に迎えて普潤宗の寺となる。正則li品治郡服
部村で寺領1∞石と扶持米1003を与えた。また隆景の
法名黄梅院殿泰雲紹関と:同 6年正則た討たれた。息子
工之の法名宗光寺殿天英光公から現山寺号へ改称.江
戸期,浅野氏は三籍郡敷地村内の50石を寄進した。伊
予国竜穏寺末で,37末寺と配下寺8をもった (以上同
前卜 元禄10年住持の宏諄が,「宗光寺申ホ●Jヤ記し
た時点で
二株瞬・泉光庵・神光寺の3塔頭が残る.境

内に新高山城の本門を移したと伝える山門 (国重文)

|:あ|.切妻造ρ口足門で:数度の捕修なうけながら
1,桃山期の特徴を保つ.また納所万性寺より移され
|たとい,永仁 2年造立と推定さⅢる石造七重層著や福  .
島Fク・浅野忠長夫妻の基などがある。        |

■潤宗泉光寺山rl

:ぜんこんt 薔根寺く三原市)    1 .
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意諄軍:馴脚I霜‐鶴濯秘身聯嚢
し,山号はこの地η地勢が三中国の広山に似ているこ
とから新触 と付し,寺号の米山は度山の別称に国む
というて三原IE).仁平3年誓願が開IIした天台崇寺
:院で,嘉潰澤レ1ヽJ刊‖茂子が,鎌倉3代の将軍の著提

|:各鷲錦L捌識筆|1畿ご糠職
,ス荒野の開発を認められている (小早川家文書)●延
文2年小早川宣子の七男応庵祖略が入寺申興した際,
臨済宗に改宗.中興以後 6代まで小早川氏出身め住持
が続き (米山寺由緒).=族団結の拠点となる氏寺と
しての性格を強める.天正 4争1ヽ尉 :1隆景が堂字を再
達し:現書 改称.寺領lt1803でのちモ利輝元か

■窪T撃境藻λ議墓2.(語‰殻欝駐
‐
寺領を没収され,同 7年火災に罹り無住寺となる。そ
の後宗光寺を申興した養山芳育を請して現宗派に改

:宗`宗
光寺領100Fの うち19石奮考分与これた,元禄

:年rJにな雲力`復興に努め,延享 4年に広島藩の援助で
1諸堂を修理した。往時は子院12坊を有したというが,
:i現在では当寺南東の日光寺 (旧名日光坊)のみが残る
|(豊田郡誌).境内東側の丘陵上ケ|は rl・早川隆景の墓石

く県史跡うなど:沼日小早川氏の宮筐印塔20基が華び,I
北東隅の元応元年在熱の宝筐印塔 (目重文)iユ1鎌倉
_期亀壇E互華塑

=麓
二笙互聾塗豊2生:なお寺宝には

1目重文の編本着色小刷 :1隆景像がありも賛文は彼の塔
所の京都輝 責梅院主玉伸宗聴の績文.
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1=験で藤原純友の乱を鎮圧。その功により愴実は沼田
i七郷を与えられ,朱雀天皇の命で護持仏を安置するた
1め楽麿寺を確†したとある。元弘3年,領家方の楽音
:寺院主良承の申状では,この縁起をうけて倫実一族が
院主織を相伝したと主張する (墓沼寺文書/県史):
・
二方,地頭方は弘安11年 4月 12日付関東下知状集のよ
うに,天慶年間沼田本荘下司沼田氏の織十とし (楽音

｀

寺文古/県史),以後は同荘の開発鋼主沼田氏の氏寺
であらたという。源平の争乱で沼由氏が平家方につい

たため所領を没収された.鎌倉初期の建永年間ぅ小早
1川 椒 )遠平が地頭として入部すると同氏の氏寺と

なる (同可).■早川茂平が新たに氏寺の巨真山.寺
:(現米山寺)を強†すると,茂平の娘て梨子羽郷地頭
の尼浄運|こ楽音寺の管理権が移り,徐々にその支配力
が強奎′る:前記あBC東下知状来では:浄蓮と領家方め
:沼田荘雑事実厳が,楽音寺田地の事で相論しており,
正応 5年二月日付地頭尼浄蓮代浄円陳状によれば、楽
音寺院主隆憲と争い,所職・免田の補任改易は,地頭
浄運の処理事項であると主張しており (同前)。 領家
1方の院主隆意を改易している.鎌倉末期頃から山内の
中台院と法持院の 2院が寺務をとり,両院の下に子院
の18防があゎた (豊田部誌)。 応永 6年竹原を本拠と

嫉 鰻 撃 整 し奪覆 覇 子F彙よξttI認軍
川弘景が:結縁灌頂免由として同郷南方横掟 2反を守
せるなど,室町期11竹原小早川氏の保護をうけだ (楽
音寺文書/県史).天二年間小早川隆景の命で中台院
は三原城下 (現三原市本町)へ移された。慶長5年 41:
月・ 毛利輝元

は山林境内 1町 4反 4畝L寺領100右荼
..を

寄通したが (桑音寺文書/県史)1福島正■の入目
で寺領は没収され,寺基1事衰過した.江戸期lt本堂の
費用の3分の2を郡費で, 3分の 1を南方・上北方。

下北方・書入寺の 4か村そ負担し:法持院 。明雲院
(も と子院の下坊)その他堂宇の費用はじ南方・下北
方2,ヽ村が負担していた (豊甲郡誌):明治6年lf無
住の■めT旦廃寺となるが1同20年寺号を復興し:法
持院の管理で今日に至う。寺蔵の古文書翼通全Qをは
県重文に指定される。 .        
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対無した。工応5年,招田荘内栞予羽郷地頭のた浄蓮‐

(小刊‖茂平娘)と領家方の楽音寺院主隆憲の相議で

鷹 霊 L輩 盤 鶏 認 著撫

::詈誦 聡 、篭講翼鸞霧1
,いう
`■
方・領家側も暦応3年二月8日付預所橋朝臣

難螢IIま奮̀
」

言繁茸 ,〉盤友霰霊
ないためb・ 修理料所を寄進するなど寺基複興に協力し

酪誕理笙麗像   鴛鍵寧
うなど (同像銘文/県史),領家方の保護をうけた.

冒等義霧曳聾警量雲「言言島羞T
年「琴沼寺院主義継目安堵料足」を:応永 6年「 葉禅

‐

重靴 F皇翼 r業薫撃T萱喜1二臓黛二暑雷言
神社)学頭職を弟子頼春に譲るが,その際小早

"弘

長

喜y:諄轟需第蹴 II重■森
纂糠あ屁:「奪 繁要,臭繁塩
野八 督ゝ1覇翼霧濡認錯
謬等生
'霊
窯蹴鶴戦 蓮轟:

申世文書モ臓え0栞綽寺
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1譲鰹霊凛凛驚
|の馬人数注文写から,応永 9‐●にコした春平にかわり:
1憲領とならた則平以下,T族・家人や市場商人まで参
加してあ諸量感十が伝わり,小早川氏の財力を背景に

tた生宇建直■30Tにスギ,応永16年 二月響日付後小

‐去美亘LLilを正F景都五山あ1晦禅守と並ぶ上剰として
行軍所と,された.同年 8月 25日に|=開山の愚中が入

‐

凛12年前め同14年二月19日付て彼が弟子等へ通した
規式には,直弟子10人の評議で坊主典座を決めるよう
定めている1同30年 3月 14日付の清唯外三名運署規式
で1本丹注目天事寺と仏通寺を両本山とし,老僧4人が
13年交代で輪番住持を動め:その後住持となる6人の
僣名を列記する.また同ユ年二月の清唯外三名運署禁
制では,臨済禅の主流を占める五山派から住持を迎え
ないことを珠めるな4愚 中間派の勢力拡大が窺え
る。嘉吉元年に1■室諄将軍象の祈願所とされ,この頃
将軍の命で東寺領内↓

=お
|ナる仏通寺二切経あbitメ行

われた。.室町後期迄愚中の問下は発展をつづけ16Fl派
に分かれ:山内に塔頭を構え,近隣に末寺をふゃして
・ ぃくが,室町後期には小早‖讚じ平む十の青心院

.(祥
碁

派).同景行建立の両足院・(正党派):1同扶平建立の正
法院 (大慈派),同教平薇市の長松院 (常喜派)。 同熙
・
― の永徳院 (円福派)の山内五派が交代で住持を
動あ
～
:不来17年毛利元就が禁郷を下|.i永禄3年に

撃小ヮ :l隆量が新しく寺域を定め,さらに峰景1ま文禄
4年諸堂の再建|二勒 している.創建以来:愚中とそ|
、9門派を保護した小号1い が・ 祖先崇拝と‐族団結
のため山内に近親者銭 頭を造営していく様子:二 中
t― tの信仰形態の典型とされる:=長 5年福島

=即

の入国で■時寺領:1没収されたが,申 o年に含暉
院など7院・青祥庵など12庵ヽ扶持方田人分|,78Fを

与えら:元和6年浅野氏は長晟が福島― を受けつ
ぐ黒印状を出してしヽる (以上県史)=近世は歴代の広:

筆 鷲 聴 :F憲:酪 轟 芳駐 護
文:寺宝つ絹卒着色大通禅師像 (日重文)|さ.:春平め
作で患中あ賛と伝える。    ・ |     ■
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|ひらさかでら 平坂寺 く本郷町〉
豊田部本郷町船本平坂にあった寺。真言宗系。医王山

楽諄院と号す
`卒
尊は薬師如来:永仁 5年正信房頼実

と実道房頼賢が沼田圧内梨子羽郷内の基沼寺 (現東禅

寺)院主層をめぐって争った時。地頭尼浄題は頼賢が
他領の平坂寺に居住していたとして,暮沼寺院主職を
みとめなかった。(東禅寺文■/県史)。 これより永仁
5年以前に平坂寺が膚青していたことがわかる.正和
3年 5月 ,南方楽音寺が中`心となって執行した二宮神
社 (現三原市,二宮豊田神社)の修正会でlt,初夜勤
行の導師と守護人 3人のうちの 1人を平坂寺が務めて
おりく事沼寺文書/県史),沼田荘地頭小早川氏の保
.護をうけた楽音寺・喜沼寺とも深いつながりを持って
いたと思われる.「三原志稿」によると,小早川隆景
の母の祈願所とあり,隆景が三原城を整備した時,正
法寺 (三原市本町).と ともに郭内山の手町に移され,

福島正則が侍星敷を増築した慶長年間に再度移転した

`が ,.後無住になり廃寺となる。

豊奮憲彙轟群継葉電露識 。臨済宗ら心寺派.

山号は運華山,本尊|よ阿弥陀如来。「
=藩
通志」は,

建長～康元年間頃,小早川 (上肥)茂平と威徳上人が

開11し ,京都
=福
寺4世の白雪選暁 (仏照禅師)を開

“

に迎えた|.・aす・ T説||■古く不台宗寺院で,茂平
の薔提寺であったともいう (壺由郡誌).応安年間ま
でに,室町幕府の保護をうける官寺である諸山位の寺
格をうけ (友山録).康暦二年には天関瑞沖が中興し
た。この頃の住持に,小早川霜平0弟で東福寺住持に :

も昇住 した琴江令薫がいる、(琴江和尚語録).現在・ |

世羅町永寿寺所蔵の大般若経39m (県重文)は ,永・

和 3～ 5年の書写で,永正～永禄年間頃は永福寺の所
蔵であらた。日経の紙背文書によれiri天文13-16年
に庫裏や方文が再建され,本専や開山像など諸仏も施
入されてぃる.正徳 3年の火災で,寄付状等の記録類

P2't'7-t4・ら11箸
～
1イ奪需iキ|や 石ヽラ計哺呻[|

フ  ||: ぅとれ筆弩ra t
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せいしんじ 棟翼寺 く大和町)  ‐
賀薫郡大和町平坂にぁる寺.臨済宗妙心寺派:山号は i

応海山.本尊は千手観音:古くは応海寺とも称した:
寺蔵の応海山梗真禅寺記 (延宝5年作)によると,建
保4年源頼朝の娘で1土肥 (小早川)遠平に嫁いだ夫
窓妙仏が早世。彼女の薔提を弔うため,承久元年遠平

〔[覇鰐 疑 .    猿 i彙 |
寿庵尼も穫真寺に住し,弘安2年仏照が中興開山とし :

てネ寺しなとゎる。仏照は京都東福寺4世の白雲憲暁 :

ことη:■ネる (同前)。 平戸フ期の寛文2年仲芳が堂
'

書を修遺,京都妙`ふ寺末へ転じた (芸藩通志).寺宝
として二十人部衆立像中の13体 (県重文)を所蔵す
0.像高50mほ どの小像だが、玉眼で彩色を施した
鎌倉期の作.なお境内北方の定ケ原には,安貞2年に

亀嗜乳 |

亀J、市場
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編 集 備 陽 史 探 訪 の 会 事 務 局

〒720 広島県 福山市 多治米町 5-19-8

髪雰(0849)53-6157


